
インストールガイド

ReadyNAS® Ultra Series

基本セットアップと構成
本ガイドの手順に従って、ReadyNAS をインストールしてください。 本ガイドの説
明は、ReadyNAS を工場出荷時の RAID 構成 （X-RAID2®） で使用することを前提と
しています。

想定所要時間 ： 20 分

注意 : 購入時にディスクが付属していないモデルは、セットアップを進める前にディ
スクのインストールおよび RAID 構成の初期化が必要です。対応ディスクの一覧は、
http://www.readynas.com/ja/?page_id=82 を参照してください。ディスクのインス
トールと RAID の構成についての説明は、ReadyNAS ソフトウェアマニュアルを参
照してください。

ReadyNAS をネットワークに接続します
1. 本体をセットアップするには、ReadyNAS の LAN1 Ethernet ポートをネットワー

クに接続し、電源を入れてください。起動には 1 分程度かかります。工場出荷時
の初期設定は、DHCP で IP アドレスを取得するようになっています。

RAIDar® ユーティリティをインストールします
1. 製品付属のリソース CD から RAIDar ユーティリティを、コンピュータにインス

トールしてください。Windows、MAC、Linux 用の RAIDar があります。RAIDar
を起動すると、自動的にネットワーク上の ReadyNAS が検出されます。

2. [ 設定 ] をクリックし、ReadyNAS FrontView 管理システム（ウェブブラウザ）を
起動します。SSL 認証のセキュリティ警告が表示されたら、認証に同意します。

3. ログイン画面でユーザ名に admin、パスワード
に netgear1 と入力します。FrontView セットアップ
ウィザードの中でパスワードを変更することができ
ます。次の項で説明しています。

FrontView セットアップウィザードの実行
1. FrontView セットアップウィ

ザードのホームページでは、
ReadyNAS の基本設定と状
態が表示されます。

セットアップウィザードは
省略することができますが、
このプロセスで必要なすべ
ての設定を正しく定義する
ことを強く推奨します。特に
初めて ReadyNAS をお使い
の方は必ずご利用ください。

2. ホームページで [ 次へ ] をク
リックします。セットアップ
ウィザードが基本構成と
ファイル共有設定を行います。

• 日付と時刻

• 警報メールの通知先アドレス

• ネットワーク設定

• ホスト名

• 新しい管理用パスワード

• ユーザとグループアカウント

• 共有：ReadyNAS には、あらかじめ backup と media の 2 つの共有が用意
されています。

3. セットアップウィザードが完了したら、ネットギアジャパンのホームページから
ユーザ登録をしてください（http://www.netgear.jp/supportInfo/)。FrontView は
アドバンス コントロールモードに移行します。画面左側のメニューから項目を
選択すると、設定画面が開きます。

Windows PC からのアクセス共有
1. Windows で共有リストを表示するには、RAIDar で [ ブラウズ ] をクリックする

か、またはアドレスバーに ¥¥<ip_address> または ¥¥<hostname> と入力
します。

2. 画面にメッセージが表示されたら、ユーザ名とパスワードを入力して ReadyNAS
に接続します。Windows のエクスプローラに ReadyNAS の共有一覧が表示され
ます。

上図は ReadyNAS Ultra 4 の画面です

この画像は 
ReadyNAS 
Ultra 4 の画面
です。
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この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあ
ります。

取扱説明書に従って正しい取リ扱いをして下さい。
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MAC OS X から共有にアクセスする
1. OS X で、AFP を通して同じ共有にアクセスするには、Finder を開き、[ 共有 ] の中か

ら ReadyNAS のホスト名を探してください。

2. ホスト名をクリックし、共有を表示します。

共有にアクセスするためのファイルプロトコル

CIFS、AFP、HTTP ファイル共有プロトコルは、デフォルトで有効になっています。
FTP、NFS およびRsync を使用するには、設定を変更して有効にする必要があります。

Linux または UNIX ワークステーションからの共有アクセス、ドライブマッピング、そ
の他のファイル共有オプション （特殊言語や特殊文字のサポートなど） に関する詳
細は、ReadyNAS ソフトウェアマニュアルを参照してください。

操作上のヒントと注意点
以下のガイドラインに従い、スムーズな操作を行ってください。詳しくは、ReadyNAS
ソフトウェアマニュアルを参照してください。

電源ボタンの操作

本体を起動する際は、1 ～ 2 分かかります。本体の電源を切る際は、前面の電源ボタ
ンを 2 度押してください。これで正常なシャットダウンができます。

設置場所

ディスクから発せられる熱を正しく排熱できるよう、ReadyNAS の周囲には十分ス
ペースを取り、ReadyNAS のファンや空気取り入れ口をふさがない場所に設置してく
ださい。

UPS の使用

無停電電源装置 (UPS) を使うと、ReadyNAS へ安定して電源を供給したり、停電が起
きた場合などに、正常に自動シャットダウンさせることができます。UPS の使用につ
いては、ReadyNAS® Ultra Series ソフトウェアマニュアルを参照してください。

FrontView のステータス情報

FrontView 設定画面の下部には、ボリューム ・ ディスク ・ ファン ・ 温度 ・ UPS の
状態を示すランプがあります。 ランプをクリックすると、詳細が確認できます。

データ保護とボリューム拡張

ReadyNAS 製品の X-RAID2 では、既存ディスクと同じかそれ以上の容量のディスクを
追加したり、既存ディスクをより大きい容量のディスクに交換することで、データ格
納領域を拡張することができます。

X-RAID2 では、それらの作業を、ReadyNAS をご使用中でも行えます。

複数のディスクを追加・交換する場合は、１ 台ずつ行い、既存ディスクとの同期が
完了したのを確認してから、次のディスク追加 ・ 交換を行ってください。

同期作業の進捗は、FrontiView で確認できます。また、同期が完了すると、警告メー
ル用に設定したアドレス宛に、通知されます。

テクニカルサポート
NETGEAR 製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。

本製品の底部に貼られたシリアルナンバーを確認し、製品を
http://www.netgear.jp/registry/ にて登録してください。電話によるサポートサービス
などをご利用になる際は、事前に登録を済ませておく必要があります。弊社 Web サ
イトからの登録を推奨します。

http://www.netgear.jp/supportInfo/ から、製品アップデートや Web サポートをご利用
ください。

NETGEAR® ReadyNAS®  のその他の設定、構成、およびの使い方については、
ReadyNAS ソフトウェアマニュアルを参照してください。ソフトウェアマニュアル
は、本体付属のリソース CD に入っています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [2040.945 522.000]
>> setpagedevice


